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天
美
南
四
丁
目
の
堀
地
区
で
、
堺
　
大

堀
線
の
府
道
延
伸
工
事
に
よ
っ
て
、
八
世

紀
後
半
の
奈
良
時
代
の
水
田
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
人
々
の
足

跡
の
ほ
か
、
荷
車
の
車
輪
が
め
り
こ
ん
だ

轍わ
だ
ちも
残
っ
て
い
ま
し
た
。
近
く
で
は
、
こ

の
時
期
の
住
居
や
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る
五

棟
の
建
物
も
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
丹た
ん

北ぼ
く

郡
堀
村
と
な
っ
た
江
戸

時
代
の
集
落
は
、
河
内
天
美
駅
前
の
天
美

商
店
街
を
南
に
下
っ
た
地
域
に
形
成
さ

れ
、
水
田
や
畠
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
商
店
街
か
ら
南
へ
行
く
と
、
現
在
は

フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

堀
遺
跡
を
越
え
た
、
貞て
い

正
し
ょ
う

寺じ
（
真
宗
大
谷

派
）
の
南
西
側
に
、
大だ
い

念ね
ん

仏ぶ
つ

堀ほ
り

同ど
う

行ぎ
ょ
うが
建

て
た
浄
じ
ょ
う

念ね
ん

寺じ

跡
の
石
碑
と
堀
浄
念
庵
の
建

物
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
堀
村
に
は
、
か
つ
て
浄
念
寺
と
称
す
る

融ゆ
う

通づ
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

宗
の
寺
院
が
建
っ
て
い
ま
し

た
。
融
通
念
仏
宗
の
大
本
山
で
あ
る
大だ
い

念ね
ん

仏ぶ
つ

寺じ
（
大
阪
市
平
野
区
）に
よ
る
延え
ん

宝ぽ
う

五
年

（
一
六
七
七
）
六
月
の
「
大
念
仏
寺
四
十
五

代
記
録
并
な
ら
び
に

末
寺
帳
」
に
、
浄
念
寺
は
慶け
い

長ち
ょ
う

十
八
年（
一
六
一
三
）に
堀
村
檀だ
ん

那な
（
檀

家
）に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
創
建
時
の
住
職
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

融
通
念
仏
宗
の
中
本
山
で
あ
る
、
来ら
い

迎ご
う

寺じ

（
本
市
丹
南
）の
寛か
ん

文ぶ
ん

六
年（
一
六
六
六
）十

月
の
「
河
州
丹
南
郡
丹
南
村
来
迎
寺
末
寺

御
改
帳
」に
は
、
末
寺
と
し
て
浄
念
寺
が
あ

り
、
秀
道
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
秀
道
は
、

「
大
念
仏
寺
末
寺
帳
」
に
よ
れ
ば
、
万ま
ん

治じ

三

年
（
一
六
六
〇
）
に
浄
土
宗
か
ら
融
通
念
仏

宗
に
帰
依
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
浄
念
寺
は
近
代
に
入
っ
て
、
廃
寺
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
も
江
戸
時
代
以
来
の
大

念
仏
堀
同
行
で
結
ば
れ
た
三
十
四
軒
の
檀

家
に
よ
っ
て
、
融
通
念
仏
の
信
仰
が
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
寺
跡
に
浄
念
庵
を
建

て
、
本
尊
の
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立
像
や
弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

像
を
は
じ
め
、
阿
弥
陀
如
来
絵
像
や
多た

聞も
ん

天て
ん

絵
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
阿
弥
陀
如
来
絵
像
は
傷
み

が
激
し
い
で
す
が
、
裏
書
に
「
河
州
布
忍

堀
邑む
ら

浄
念
寺
什
じ
ゅ
う

物も
つ

　
修
補
之
願
主
看か
ん

坊ぼ
う

佉
入
　
元げ
ん

文ぶ
ん

二
丁
　
　
巳

季
冬
十
五
日
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
堀
は
今
で
こ
そ
天
美
地
区

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
布
忍

地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
元
文
二
年（
一
七
三
七
）に
絵
像
が
修
理

さ
れ
た
の
で
す
が
、
十
三
年
後
の
寛か

ん

延え
ん

三

年（
一
七
五
〇
）に
は
、
喚か
ん

鐘し
ょ
うも
寺
の
什
物

と
な
り
ま
し
た
。喚
鐘
は
平
成
二
十
年
に
、

市
教
育
委
員
会
が
調
査
を
行
い
、
二
つ
の

区
画
に
「
寛
延
三
年
午
十
一
月
十
三
日
　

河
州
丹
北
郡
堀
村
浄
念
寺
什
物
　
施
主
　

浄
成
敬
白
」と「
三
誉
心
月
比び

丘く

尼に

　
清
法

寿
光
」と
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

　
住
職
と
思
わ
れ
る
浄
成
と
と
も
に
、
三

誉
心
月
比
丘
尼
の
名
前
が
あ
る
こ
と
と
、

同
庵
に
現
存
す
る
読ど

経き
ょ
うの
際
に
打
ち
鳴
ら

す
鏧き
ん

に
も「
十
七
日
尼あ
ま

講こ
う

　
堀
村
浄
念
寺
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
信

仰
も
強
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
寺
跡
に
は「
道
明
上
人
」と
刻
ま
れ
た
墓

石
も
祀
ら
れ
て
お
り
、「
□
文
十
二
年
」の

年
号
が
読
み
と
れ
ま
す
。
年
号
は
寛
文
と

推
測
さ
れ
、
一
六
七
二
年
の
こ
と
で
、
秀

道
の
時
期
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
の
で
、
秀
道

が
建
て
た
墓
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
墓
石
の
横
に
は
、
半は
ん

跏か

座
像
の
延
命
地

蔵
尊
が
祀
ら
れ
、
台
石
に
文
化
六
己
　
　
巳

年

（
一
八
〇
九
）
六
月
吉き
っ

祥
し
ょ
う

日
と
彫
ら
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
八
月
、
こ
こ
で
堀
の
地
蔵

盆
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
の
で
す
。

　
浄
念
庵
の
建
つ
寺
地
は
、
堀
の
人
々
に

と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
を
実
感
す
る
場
所
の

ひ
と
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

堀に建立された浄念寺
西田孝司

浄念寺跡に建つ浄念庵（天美南4丁目）と本尊の阿
弥陀如来立像
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